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神奈川県産のテンニンソウについて

城 川四 郎

On Leucosceρtrum japonicum (Miq.) Kitam. et Murata 

of Kanagawa Prefecture 

Shiro KIGAWA 

はじ めに なL、。各先生に深謝申し上げる。

テンニンソウはシソ科テンニンソウ属の多年生他物

で，北海道から九州、｜までの広い分布域を持ち，生育地 テンニンソウの概要

では大きな群落を構成することが多い。本県でも丹沢 テンニンソウ属はアジアに数種が分布するとされ，

・箱根の山地に豊富に自生する。山地では極めてあり わが国にはミカエリソウとテンニンソウの2極があ

ふれた植物であるが，毛の状態などに変化が多く，数 る。ミカエリソウの分布は本州中部以西に限られ，神

品種に細分されることがある。 1956年頃から筆者は丹 奈川県にはテンニンソウだけが産する。

沢山地のテンニンソウに接する機会が多く ，正確な テンニンソウはシイ ・カシ千作からプナ帯にかけての

（変種縞物名）を調べよ うと試みたが手許の文献のテ 林縁 ・渓側に大きな群落を作り g 秋に穂状淡黄色の花

ンニンソウに関する記述からは不可能であった。当 を開いて地上部は枯れる。

I時，横須賀市博物館で御活躍中の大谷茂先生にこの テンニンソウの品穫の分類は何れも茎や葉に生ずる

ことを御報告申し上げ御指導全願った。大谷先生は鈴 毛の状態によるので，母種であるテンニンソウ〔Leu-

木重隆氏と共にこの研究をまとめ1965年，横須賀市博 cosceptrum jaρonicum）の茎薬の毛の状態を把握して

物館研究報告（自然科学）第11号に 「丹沢山塊のテン おく必要があるが，そのことについての手許の各文献

ニンソウについて」の論文として発表され，これによ は次のように述べてしゅ。日本植物誌（大井〕と日本

って神奈川県内のテンニンソ ウの研究は大きく前進し の野生植物（平凡社〉は 「やや無毛で若い時だけ少し

た。しかし， 筆者の疑問が十分に解明されたわけでな 星状毛を持つ」， 白木野外植物図譜（奥山〉は 茎につ

く，相変らず眼前に群生するテンニンソウの同定に迷 いて 「無毛又はあらい開出毛が出るものあり」葉につ

い続けた。 1979年神奈川県植物誌編さんを 目指して始 いて 「やや無毛J，牧野新日本植物図鑑（牧野〉は茎

まった神奈川県組物誌調査会の活動によって，県内各 について 「無毛または上部に星状毛あり 」葉について

士山のテンニンソウの資料標本もふえ，成：長各段階の点 は「初め星状毛があるが後に落ちる」。

検も合め多数の1禁本の精密〈＝検討が可能になつた。こ 品額としてl立葉の裏而に開出組毛の出るものがフジ

れによつてテンニンソウの発育にともなう植物体各部 テンニンソウ（formabarbinervis KrTAM. 茎と葉裏

の変化を明ら治、にすることができたように思う。その 脈上に開出粗毛と星状－毛を有するものがホソパテンニ

1唄点治、ら神奈川県産テンニンソウの肥握を試みたい。 ンソウ（formaholwnensis 0 KUYAMA），茎と葉裏脈上

各位の各rrnι正を賜わることができれば幸甚である。本 に星状毛のみを 有するものがタンザワテンニンソ ウ

稿をまとめ得たのは故大谷 茂先生に御指導頂いた基 (forma kigawae S. 0H'l'ANI et S. SuzuKJ）とされて

礎があったからであり，国立科学博物館で金井弘夫先 いる。

生に標本の検討を許され，神奈川県立博物館の高橋 ・ なお，テンニンソウ属の植物は，少なくとも花序に

大場両先生にたえず助言指導を得ているからに外なら は星状毛があることが知られている。
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テンニン ソウの成長に伴う毛の消長

前述したようにテ ンニンソウの品種の分類では茎莱

の毛の状態を重視しているが，テンニンソウにおいて

は1株の中でも， 業によって毛の状態が著しく違い，

ある葉を見れば開出粗毛がかなり密にあり，別の葉を

見れば開出粗毛が無くて星状毛が現われ，また別の葉

を見れば無毛に近い状態もある。 従って，単に葉裏の

毛の有無を特徴として品種の分類を記述してある文献

によっては多くの場合，同定は不可能である。

テンニンソウの開出粗毛や星状毛は， 生育過程を通

じて次のように変化する。

テンニンソウはやや木化した根茎を持ち，春季その

節から発芽する。芽鱗に包まれた芽から茎が伸び出し

てくるがその基部には節聞が短縮されて，その節ごと

にはじめ小さな鱗片葉，次に合生鱗片葉，そして大き

L、鱗片業が着色数節目に小型の葉が出る。

この生育段階までは根茎にも鱗片葉にも，茎にも，

根茎から出ている根にさえも星状毛が観察され，鱗片

葉に最も密に分布する。これを下部星状毛と呼んでお

く。この星状毛の量はかなりの個体差があり ，多いも

のでは小型の葉にまで星状毛をつけるものがあるが普

通，鱗片葉段階で星状毛は消える。この頃には節間も

長くなり数cmになり成葉が出はじめ，数節は節聞も伸

び最大の節聞でlOCmを超え，葉も大きくなり発育の良

しものでは25Cmに達する。この成葉の 1枚目あるいは

2枚目ぐらし、から茎の節部及び葉裏脈上に開出粗毛が

現われ， 次第に毛の量がふえ密になる。多くの場合，

10節目あたり（成葉になってから 4～5枚目〉が開出

粗毛の最も旺盛なときで，この頃の葉裏には閲出粗毛

が密生している。この時期を過ぎると一般に節聞は短

くなりはじめ，開出粗毛が減ると共に星状毛が現われ

はじめる。この開出粗毛の消長にも個体差があること

は勿論で，数節目の第1成業のときから開出粗毛が多

く， 10節目を越えても茎や葉裏中肋の開出粗毛があま

り減らない個体も少くない。同じように星状毛の出現

にも個体差があり 10節目以前から現われはじめるもの

から13～14節の花序出穂の直前まで現われないものも

ある。しかし， 14～15節目の花序直下の節の葉では開

出粗毛は消え， 星状毛が密になっているのが普通でト，

それに 続く花序の軸や査は例外なく星状毛を密布す

る。

これを］頁部星状毛と呼んでおく。花序直下 2節目ま

で開出粗毛をかなり密に持っていたものが次の節の花

序直下の莱では劇的に開出粗毛が消え，星状毛を密布
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するものや，開出粗毛が数節にわたって序 に々滅り，

星状毛が序々にふえるものなど個体差は大きし、。しか

し，量の多少はあっても鱗片葉段階の幼植物時代と花

序出穂前の成熟時代に星状毛を持つことに例外はな

く，成長の中期には開出粗毛が出ることも確かなよう

である。なお，開出粗毛の極端に少ないものにあって

も葉の基部ではなく葉の先端部近くの裏面中肋を精査

すればその存在がわかるものである。

多毛型で開出粗毛の著しいものでは花序直下の葉裏

中肋に粗毛が密生しているため星状毛の観察が困難で

あるが側脈や支脈を見ればその存在がわかる。なお，

テンニンソウの星状毛は粉状であって生えているとい

うより付着しているとし寸方が正しい。 従って星状粉

と称した方が実態をよく伝えると思うが，従来，星状

毛と呼ばれているので本稿でもそれに従った。

テンニン ソウの分類

前述した開出粗毛や星状毛の消長に関する知見から

各文献のテンニンソウに関する記述を点検すると，若

L吐きだけ星状毛があるとか， 茎の上部に星状毛があ

るとか，やや無毛であるとか， 茎が無毛またはあらい

開出毛があるとか，やや統ーを欠く表現になっている

理由が理解できるように思われる。しかし，何れも部

分的観察に基づくもので全体的把握に欠けているから

母種テンニンソウ （Leucoscφtrumjaponicum〕とそ

れから分化したとする品種の相違点が明らかになって

いない。 さらに 開出粗毛と星状毛は全く 異質のもの

で，それらの消長は一見すると交代的に見えるがそれ

ぞれ独自に発現するものであることに留意する必要が

ある。

国立科学博物館に収納されているテンニンソウの標

本31点を検討すると花序下数節目の葉に開出毛を全く

欠いているものは l点もな く，花序直下の葉裏にはす

べての標本に星状毛が見られた。神奈川県内の多くの

標本やフィールドにおける観察もすべてそうであるか

ら先にテンニンソウの成長に伴う毛の消長に述べた発

育過程を経るのがテンニ ンソウの基本的形質であるこ

とを先ず基本としたい。従って1965年横須賀市博物館

研究報告 11号 「丹沢山塊のテンニンソウについて」

〔大谷 ・鈴木〕は開出粗毛と星状毛を有するものがホ

ソパテンニンソウ （formahakonensis〕としているが，

これは正にテンニンソウの基本的形質で， 量の多少は

あってもすべてのテンニンソウにあてはまる。日本野

外植物図譜（奥山〉は星形の毛が密生するものをホソ



パテンニンソウとしている。その場合どの部分の葉に している。1965年横須賀市博物館研究報告（大谷 ・鈴

星状毛が密生するものをいうのか記されていないが花 木〉は従来の文献にある丹沢山のテンニンソウは観察

序近くの菜の矧祭の結果であろっと推論され，それは の誤まりか，文献の連続的誤まりではないかとし，殆

又テンニンソウの基本的形質であることは前述の通り んどはホソパテンニンソウでー部はタンザワテンニン

である。このことはテンニンソウの分化した品種とし ソウであるとした。さらにフジテンニンソウは確認で

てホソパテンニンソウがあるのではなく，テンニンソ きなかったが分布の可能性はあるとしている。テンニ

ワの形質が十分把握されないままホソパテンニンソウ ンソウとホソパテンニンソウの混乱は前の墳で詳述し

が記載されたのではないかと思わざるを得ない。 た通りである。 ホソパテンニンソウ（formahokone 

さらに前述の大谷 ・鈴木が葉裏中肋上に星状毛のみ nsis）の学名からも神奈川県との縁は深いが， その母

を有するものとしてタンザワテンニンソウ（forma 種テンニンソウの形質や分布が明らかにされないと品

kigawae）と記載したものについても開出粗毛の特に 種として扱うには無理があろう。丹沢山塊の植物調査

少ないタイプに注目 したと思われる。開花期にはすで 報告で、は丹沢山の全山にフジテンニンソウの分布があ

に枯失していることも多いが株の中部付近の葉を精査 るとし， 大谷 ・鈴木はフジテンニンソウの分布を確認

すれば開出毛を持っているであろうと思う。要するに できなかったとしているのは対照的である。両者とも

テンニンソウの少毛型と理解すべきものであろ 7。 にそれぞれ同定の混乱があったのではないかと推論す

葉裏中肋に開出粗毛の密生するものをフジテンニン る。 葉裏に開出粗毛があるものをフジテンニンソウと

ソウ（formabarbinervis）とされていることについ すれば丹沢全山に記録されるであろうし， 開出粗毛が

て，確かに植物体全体を通して開出粗毛の著しく多い 密生していても，同時に星状毛を持っているものは，

ものが存在し，分化した系統とみなし得るものがある その論文の所説から察するにホソパテンニンソウ と同

のでフジテンニンソウと呼ぶ品種の存在を否定しな 定したて込あろ うから， フジテンニンソウを見つけるこ

とができなかったのは当然と思われる。

しかし，その特徴を葉裏中肋に開出粗毛が密生する 神奈川県におけるテンニンソウの分布は植物誌調査

というだけの表現ではこの多毛品を特定できない。く 会員の精力的活動によ って図のよ うに明らかになって

りかえし述べるが10節目ぐらいの葉はテンニンソウの いる。フジテンニンソウは前記の多毛条件を満足する

殆んどの個体で開出粗毛がかなり密に生えているもの ものに限ってそれと同定し，開出粗毛の著しく少ない

であることを心得ていないと成業4～5節の発育段階 タンザワテンニンソウ型のものの分布も参考として図

の植物はすへてフジテンニンソウと見誤まることにな に示した。何れも分布域は箱根 ・丹沢及びその周辺の

る。葉裏の開出粗毛の量については相当の個体変異の 山地である。大磯町高麗にも採集例（守矢1982）があ

l隔があり ，フジテンニンソウからタンザワテンニンソ るが休養林事業で移i怖されたイロハモミジと共に移入

ウまで連続するものであると理解すべきである。 した疑L、がある。現在は消滅しているとしづ。

多毛品としてのフジテンニンソウは鱗片葉段階の若

い時代から茎に開出粗毛が生え，茎は節だけでなく節 おわリに

聞にも多く， Z震は花序直下（成葉の最上節〕のものま テンニンソウの毛の消長は変化に富んでいる。星状

で裏に開出粗毛が多く ，花序の柄にも開出粗毛が出る 毛は本文中に記したように，毛というより星状粉と呼

ものとすれば多毛の程度が限定されて，フ ジテンニン びたL、ほどに開出毛とは質が違う。生えているという

ソウを他と識別することができる。 より付着している状態だから，剥落し易い。 をも落ち

花も散って，がくだけの花穏を立てている晩秋のテン

神奈川県におけるテンニンソウの分布 ニンソウで茎基部の星状毛を見るにはかなりの注意が

1958年の神奈川県植物誌では箱根 ・山北等山地にテ 要る。同じ星状毛でも茎基部のそれと，花序部のそれ

ンニンソウ，フジテンニンソウが分布すると し， 1961 とは様子が違う。茎基部の星状毛は針状結晶のようで

年丹沢山塊の植物調査報告（林・小林・小山 ・大河原） あり花序部の星状毛は粉状であるなどなかなか興味深

でもテンニンソウ，フジテンニンソウが殆んど丹沢全 い。

山に分布するとしている。 1958年箱根植物目録（松浦 大山産（守矢，1980）のように極く稀に開出粗毛が

茂寿〕もテンニンソウとフジテンニンソウの分布を記 変異して縮毛になっているものもあったがここでは奇
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型として扱っておく。

本稿では神奈川のテンニンソウを明らかにするため

に，テンニンソウそのものの解明が必要であることを

問題提起した形になった。文中，先学諸賢に非礼にわ

たる点もあるがお許しを乞う。
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図1 若いテンニンソウの茎の基部（ 5月〉

A 木化している地下茎

B 前年度の茎の基部

c 合生鱗片葉

D 鱗片葉

E 基部第一葉

図2 アジテンニンソウの若い花穂（ 7月〕

A 星状毛を密布している萱
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B 花序の柄〔開出毛 ・星状毛・どちらも多しつ
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c 花序下第一葉 〔裏面は開出毛星状毛どちらも多Lワ
図3 がくだけが残るテンニンソウの花穂〔10月〕

A 星状毛は殆んど剥落しているがく

B 花序の柄〔開出毛を欠き， 星状毛は多しつ

c 花序下第－葉 （開出毛を欠き，星状毛がある〉

図4 多毛型テンニンソウの茎の基部（11月）

A 地下茎

B 芽鱗に包まれた冬芽

c 開：±：毛の多い茎（この部分を見るとフジテンソウのようであるが，この個体の花序下二節目

までは開出毛を欠くテンニンソウの多毛品である）

図5 葉裏中JJ力の毛〔a開出毛 b星状毛〕

A テンニンソウ（ホソパテンニンソウ〉

B フジテンニンソウ

c テンニンソウ（タンザワテンニンソウ〕

1. 花序下第一葉 2. 花序下第二葉

3. 花序下第三葉 4. 花序下第五葉〔基部からほぼ10節目〕

図6 テンニンソウの植物体構成模式図と毛の消長

星状毛 ：3種とも同じ， 実線

開出毛 ：タンザワテンニンソウ（実線〕，ホソバテンニンソウ〔一点i波線〕， フジテンニンソウ（破線〕

図7 県内分布図
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